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資源問題や、植物に含まれるセルロー
スが高分子であるということから、湯
沢高校周辺によく生えている植物を
使って高分子材料をつくることができ
るのではないか、という仮説を立て
た。

使用した植物
湯沢高校周辺に多く
生えているナンバン
カラムシを使用した

実験１〈セルロースを取り出す〉
(1)ナンバンカラムシの
　葉を水酸化ナトリウム
　で加熱し3日間放置する
(2)葉を取り出し、
　乾燥させる

実験２　〈セロハンをつくる〉
(1)乾燥させた葉を三角
　フラスコに入れる
(2)二硫化炭素を加え、
　約４０度のぬるま湯で
　３時間温める
(3)２mol/Lの水酸化
　ナトリウムを加える
(4)２mol/Lの硫酸を加える
(5)ろ過する

実験3〈自作セロハンの性質を調べる〉
(1)水・飽和食塩水に入れて浮くかどうか
(2)燃え方・熱可塑性について

水に浮く 飽和食塩水 燃え方 熱可塑性

自作セロハン ✕ ✕ ・燃えた
・黒く焦げた

のびない

セロハン ✕ ✕ ・燃えた のびない

   PET ✕ ✕ ・溶けた
・煤が発生

すぐのびた

   PE ◯ ◯ ・溶けた のびた

   PS ✕ ◯ ・燃えた
・しばらく
燃え続けた
・煤が発生

のびた

ナイロン66 ✕ ◯ ・溶けた すぐのびた

⬆完成したビスコース

まとめ
①自作セロハン…水・飽和食塩水✕,
　熱可塑性✕　➡セロハンに近い物質
②自作セロハンがシート状or繊維状にならな
かったのは二硫化炭素の処理の際に葉を細か
くしすぎたことが原因と考えた
　　　　　　　　　⬇
　　葉を細かくしないことでシート状に
③植物の葉ではなく、茎の皮を使用すること
でセロハンを多く作ることができた

実験４　〈茎でセロハンをつくる〉
茎の皮を剥がし葉と同じ
ように実験した
浮き方・燃え方・熱可塑性は
葉でつくったセロハンと
同じ結果になった

⬆茎のセロハン
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